
No.2  EDDYCAL

提供物件 ■ 1.ソースプログラム

□

□ 2.ロードモジュール □ 3.ＪＣＬ

4.入力データ □ 5.出力データ

計算内容、機能及び
特徴

基礎方程式名及び数
値解法名

マックスウェルの方程式　、　回路方程式　、　有限要素法（固有値展開法）

(1)任意形状および任意接続条件を有するトカマク装置の過渡電磁現象をコイル系も含めて解
析する。ただし、導体構造物は薄肉近似がなされ、いわゆる、3次元空間における２次曲面と
して取り扱われる。　コイル系については電流制御タイプ、電圧制御タイプいずれも取り扱う
ことが可能である。
(2)また本コードには、固有値展開法（モード合成法）が解法として採用されており、した
がって、プラズマの位置制御に必要な構造物の電磁気な回路定数を算出することも可能となっ
ている。
(3)マックスウェルの方程式を直接解くことはせず導体構造物上でのみ、スカラー量の電流ポ
テンシャルを定義しているので未知変数の数が著しく少なくなり計算の機動性が良い。

英語

PLASMA POSITION CONTROL

ELECTROMAGNETIC LOAD

トカマク装置の総合的な過渡電磁解析計算コードプログラムの名称 日本語
名称

英語
名称

略  称 EDDYCAL

A CODE SYSTEM FOR TRANSIENT ELECTROMAGNETIC ANALYSIS IN TOKAMAK DEVICE

概要及び目的

キーワード 日本語

トカマク

渦電流

プラズマ異常消滅

TOKAMAK

　トカマク装置におけるプラズマおよび電磁コイルの過渡現象に起因して導体構造物に誘起さ
れる渦電流およびその渦電流による電磁力、さらにはプラズマの位置制御のために不可欠な構
造物の電磁特性を解析する目的で作成された。

EDDY CURRENT

PLASMA DISRUPTION

プラズマ位置制御

電磁力

サンプルデータの概
要

　構造物のメッシュデータおよびコイルの幾何学的条件　外部強制項　実行のオプションフ
ラッグ

利用上の留意点及び
特記事項

　独立した構造物間の距離に比べて１０倍をこえるメッシュサイズで計算すると固有値が負の
値をとることがある。　ただし、実用上は問題ない。

機構外利用の限定条
件

利用による成果公表についての事前協議の必要性 □ 1.有 ■ 2.無
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